
2022 第1回宮城学院女子大学附属発達科学研究所
新所員研究会／不正防止研修会

学際的な領域に踏み出す恐れ ～次のステップを考える～

児童養護施設を退所した児童および成人の就労支援について、支援する職員を対象としてインタビュー調査を行いました。
現在はこの後の研究の方向性について模索し始めたばかりで、研究の構想にまで至っていない段階です。
次に対象としたいと漫然と考えていたのは、英国のブレア首相の時期に、ある政策理念を掲げて社会的養護の改善を
もたらした状況を中心とした児童福祉政策の研究に取り組むことでした。
そして優れた理念を共有することが政策を変更していくことに鑑みると、社会的養護へのコミットが深化するためには
どのような理念が提唱されることが望ましいのかを研究した方が良いのか悩んでおります。
もちろん、前に実施した研究に関連する研究を継続することも一つの選択肢ですが、他の研究をしたいと感じています。もちろん、前に実施した研究に関連する研究を継続することも一つの選択肢ですが、他の研究をしたいと感じています。
しかし、社会福祉学研究科の大学院に在籍した（学部も社会福祉学科でした）こと、もとより私自身の能力や研究への
努力の不十分さもあって社会科学系の研究に踏み込むことをためらっております。ご助言をいただければ幸甚に存じます。

2022年6月29日（水）
講義館3階　C301 教室

◆14時40分～15時30分　新所員公開研究会

◆15時40分～16時10分　不正防止研修会
　　※研究所所員・客員研究員の参加となります。

報告者：尾形良子【本学教育学科教授】

申込方法：参加費無料・要事前申込(6/28申込締切）
研究所所員・客員研究員・本学教職員・学生の方で、
テーマに興味を持たれた方はどなたでも参加できます。
発達科学研究所までお申し込みください。
新型コロナ感染症の感染状況により、
開催方法などに変更が生じた場合は、
登録いただいたご連絡先にご連絡いたします。登録いただいたご連絡先にご連絡いたします。

発達科学研究所
Email: child（アットマーク）mgu.ac.jp
TEL/FAX:022－277-6210

研究所所員・客員研究員・
本学教職員・学生でテーマに興味
を持たれた方は、どなたでも参加

できます。


